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学会会長挨拶河合 雅雄

福井勝義 ただいまより、日本ナイjレ・エチオピ

ア学会第一回学術大会公開講演 ・シンポジウム

「民族の時代と開発援助の理念Jを開催したいと

思います。

皆様、お忙しいところおいでいただきまして、

どうもありがとうございました。

それでは、まず開催に先立ちまして、日本ナイ

ル ・エチオピア学会の会長であります河合雅雄先

生よりご挨拶をいただきたいと思います。よろし

くお願いします。(拍手)

河合雅雄 河合でございます。簡単にご挨拶を申

しあげます。

現在、 世界がかかえている最大のf噛として、

けです。

本学会が対象としております地域というのは、

この南北問題と、それから民族問題のいわば縮図

のような様相を呈しております。それで、この第

l回の大会の記念事業としてここで取り上げた次

第でございます。

幸いこのrJ鳴の世界的な権威でありますクレタ
大学のジョン・マjレカキス教授をお迎えできまし

てご講演いただくことを、大変幸いに思っており

ます。

また、今日は関心のある方に多数集まっていた

だいて、お忙しい中を大変ありがとうございまし

た。熱い討論と実りのある成果を期待しておりま

南北任官Eがございます。先進国のあふれるような す。

豊かさの反面、途k国はとても貧しくて、そして

混乱がおこっております。こういうことがおこっ

ている理由というのは、経済f噛とともに民族問

題というむのがございます。この民族rJ唱という
のは、南北を越えまして、全世界的な深刻な問題

になっていると思います。このふたつは、 21世紀

に持ち越す大変おおきなf嘱でございます。

これは、世界の平和だけじゃなぐて、人頚の未来

最後になりましたが、国際協力事業団、それか

ら財団法人大阪国際交流センターから後援をいた

だきましたしそれから関西国際協力協議会の協

賛を得ましたことをここでお礼申しあげる次第で

ございます。

それでは皆様、また後で討論にも参加していた

だくことをお願いして、ご挨拶に代えます。

(拍手)

というものを確実にしていくために、解決してい 福井 どうもありがとうございました。申し遅れ

くべき最大の課題のひとつだと考えます。 ましたけれども、私、干副宇と申します。今回の大

このことについて、わが国の役割は大変おおき 会委員長を務めさせていただいております。ここ

くて、世界から期待されておりますが、その期待 の民族学博物館に勤務しております。

が経獅句な援助ということに較られているという それでは、公開講演「民族紛争と国家北東ア

のは多少残念であります〉そしてまた、経済援助 フリカにおける事丘の動向」、慶応大学の小田教

をおこなうにつきましても、理念というものを 授にご司会いただき、マルカキス教授にご講演い

はっきりさせなければならない。この点について ただきたいと思います。それでは、よろしく。

はいささか薄弱じゃなL、かという感じもいたすわ
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